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小学校算数

１ 教育課程の改善のポイント

○算数的活動を一層充実させ、基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け、数学

的な思考力・表現力を育て、学ぶ意欲を高めるようにする。

○学年間などで同じ系統の内容の接続を工夫し、発達や学年の段階に応じたスパイラ

ルによる教育課程を編成する。

○数学的な表現を用いて考えたり、自分の考えを説明・表現したりする学習活動を充

実させる。

２ 全面実施に向けて取組が求められること

(1) 移行措置の確実な実施

ア 移行措置関係通知に基づき年間指導計画を作成し、学び残しの無いように指導しましょう。

・移行措置関係通知「平成二十一年四月一日から平成二十三年三月三十一日までの間におけ

る小学校学習指導要領の特例を定める件（文部科学省告示第九十八号）」に基づいて、年

間指導計画を作成しましょう。

・平成22年度の指導内容は、平成21年度の指導内容と異なるので注意しましょう。各学年ご

とに、新たに追加する内容と削減する内容があります。

・必要な授業時数を確保し、各単元の配当時間を学習内容や児童の実態を考慮して適切に設

定しましょう。その際、追加する指導内容を考慮して配当時間を設定しましょう。

【資料６】【資料８】

イ 各学年で指導する内容を理解し、適切に指導しましょう。

・基本的には、現行指導要領の考え方で指導を進めますが、前倒し実施する内容について

は、新学習指導要領の考え方に立って、指導を進めます。【資料４】

・新学習指導要領に内容として示されている〔算数的活動〕については、各学校の実態や児

童の学習状況に配慮して、移行措置期間中の教育課程に加えることができます。【資料３】

・教科書に掲載されていない内容については、文部科学省が平成22年度用の補助教材を作成

し、全ての児童、担当教員等に対し配布します。

(2) 適切な年間指導計画の作成と単元構成の工夫

ア 平成23年度全面実施に向けて、指導内容の組織や配列に当たっては、当該学年全体や全学

年を見通した上で計画しましょう。

・新学習指導要領の趣旨、各学年で指導する内容やそのねらい、指導方法、現行の指導内容

との違いなどについて理解を深めましょう。【資料１】

《各領域の指導について》

主な内容の改善

○学年間でのスパイラルを重視

Ａ 数と計算 ・簡単な３位数の表し方（第１学年）

・簡単な分数（第２学年） など
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○小数及び分数の表し方や計算については、主として第３学年から

位置付いている。

○新規の内容

Ｂ 量と測定 ・「面積、体積の比較」（第１学年）

・ひし形及び台形の面積の求め方（第５学年）

・角柱及び円柱の体積の求め方（第６学年）

・メートル法の仕組み（第６学年） など

○新規の内容

Ｃ 図 形 ・ものの位置の表し方（第４学年）

・多角形や正多角形（第５学年）

・図形の合同（第５学年）

・縮図や拡大図、対称な図形（第６学年） など

○新規の内容

Ｄ 数量関係 ・絵や図を用いた数量の表現（第１学年）

・□△などを用いた式（第４学年）

・反比例、文字を用いた式、度数分布、起こり得る場合

（第６学年）など

・指導する学年が変更されたり、従前行われていた指導内容が複数学年に分かれて指導した

りする場合があるので注意しましょう。例えば、「分数」にかかわる指導において、現行

指導要領では第４学年から指導が行われますが、新指導要領では第３学年から指導が始ま

り、現行において第５学年で行われていた指導内容は、第３、第４、第５学年に分かれて

指導されることになります。【資料２】

・各単元の指導内容の系統性を、６年間を見通して確認しましょう。

・新たに指導する内容の中には、他の学年で指導していた内容や、過去に指導した内容と関

連するものがあります。指導計画を作成する際には、他の学年や過去に指導した内容と比

較するとともに、今までに指導した方法等を参考にして、指導内容や方法、単元構成を工

夫していきましょう。

・必要な授業時数を確保し、各単元の配当時間を学習内容や児童の実態を考慮して適切に設

定しましょう。【資料８】

・ある領域で指導した内容を他領域の内容の学習指導の場面で活用するなど、複数の領域の

関連を図った効果的な指導を工夫しましょう。

・問題の設定とその解決、解決方法の見直しなど、問題解決の過程を大切にして、指導計画

を作成したり、指導したりしましょう。

《学習の基本的な流れ（例）》

＜問題把握＞ ・問題を理解する

・見通しをもつ

・自分の力で問題を解決する

＜問題解決＞ ・自分の考えを表現したり、説明したりする。

・集団で話し合い、よりよい解決方法を見付ける。

（ねらいに結び付ける話し合い）

＜ まとめ ＞ ・学習を振り返る。

・活用したり発展して考えたりする。

・ねらいを明確にするとともに、そのねらいの達成に必要な活動に焦点を当てて指導を進め

ましょう。【資料５】
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イ 活動のねらいを明確にした効果的な算数的活動を工夫し指導計画に位置付けましょう。

・「なぜこの活動を行うのか」「どんな力を身に付けさせるためにこの活動を行うのか」な

ど活動のねらいを明確にして、算数的活動を指導計画の中に積極的に位置付けていくよう

にしましょう。活動のねらいを明確にもつことで、より効果的な活動の内容や方法を考え

ることができるとともに、活動の評価を的確に行うことができます。

・児童が目的意識をもって主体的に取り組む活動となるように工夫しましょう。

○解決すべき課題を明確にして、児童が活動に取り組む目的をしっかりもてるように

する

○この課題を解決することでどのようなことが分かるのか、どのような学習に結び付

くのか等を考えさせ、課題を解決する意義をもたせる。

○児童が解決していく際に、結果を予想させたり、解決するために必要な活動を自ら

考えさせたり、複数の活動の中から選択させたりする。

○思考過程や結果の根拠等を他者に説明する必要性を生むようにしていく。

・学習指導要領で示されている算数的活動を参考にして、児童の実態に応じた算数的活動を

設定するようにしましょう。小学校学習指導要領解説（算数編）には、29の算数的活動が

が例示されています。活動のねらいや活動内容、方法などを参考にしながら、各学校にお

いて活動を工夫しましょう。【資料３】【資料７】

・算数的活動をその形態などに着目して整理すると、次のような活動が考えられます。

○手や身体などを使ってものを作るなどの作業的な活動

○教室の内外において各自が実際に行ったり確かめたりする体験的な活動

○身の回りにある具体物を用いた活動

○実態や数量などを調査する活動

○数量や図形の意味、性質や問題解決の方法などを見付けたりつくりだしたりする

探究的な活動

○学習したことをさらに発展させて考える活動

○学習したことを様々な場面に応用する活動

○算数や他教科等の学習を通して身に付けたものを総合的に用いる活動

ウ 発達や学年の段階に応じたスパイラルによる教育課程を編成することにより、基礎的・基

本的な知識・技能の確実な定着を図り、理解の広がりや深まりなど学習の進歩が感じられる

ようにしましょう。

・学年間の指導内容を円滑に接続させるため、同じ系統の内容について取扱いを少しずつ高

め発展させていくように、各学年において適切な反復による学習指導を進めるように計画

しましょう。

・スパイラルによる教育課程の内容として、例えば第２学年では「Ａ 数と計算」領域にお

いて、

Ａ（２）イ「簡単な場合について、３位数などの加法及び減法の計算の仕方を考えること」

があります。ここでは、３位数の計算ができるようになることではなく、２位数の計算の

仕方を活用して「３位数の計算の仕方を考えること」が指導内容になっています。このこ

とで、２位数の計算の確実な理解を図るとともに、学習した内容を活用して計算の仕方な

どを考える思考力の育成を図ることができます。３位数の計算を理解したり確実にできる

ようにしたりすることは、第３学年の指導内容になります。
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・スパイラルの考え方で扱う「簡単な場合について・・・」は、取り扱う数や扱い方等に

ついて、「小学校学習指導要領解説（算数編）」に詳しく示されているので、指導する際

に留意しましょう。

エ 言語活動を充実させ、思考力・判断力・表現力等を育むようにしましょう。

・言語活動については、指導の目標との関係を明らかにし、その実現のために有効な場面を

適切に設定するようにしましょう。

・課題を解決する際に、言葉、数、式、図、表、グラフを用いて考えたり、説明したり、互

いに自分の考えを表現し伝え合ったりするなどの学習活動を発達段階に応じて工夫し、意

図的に設定していくようにしましょう。

・表現することと解釈することの双方を重視しましょう。また、表現したり解釈したりす

る対象としては、「見いだした事柄や事実」「方法や手順」「事柄が成り立つ理由」などが

考えられます。

・算数科における言語活動としては、学習指導要領の内容として示されている〔算数的活動〕

を参考にするとよいです。【資料３】

《言語活動例》

学 年 言 語 活 動 例

第１学年 ○計算の意味や計算の仕方を、具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用

いたりして表す活動

第２学年 ○加法と減法の相互関係を図や式に表し、説明する活動

第３学年 ○整数、小数及び分数についての計算の意味や計算の仕方を、具体物を用

いたり、言葉、数、式、図を用いたりして考え、説明する活動

第４学年 ○長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、

数、式、図を用いたりして考え、説明する活動

第５学年 ○三角形の三つの角の大きさの和が 180度になることを帰納的に考え、説

明する活動

○四角形の四つの角の大きさの和が 360度になることを演繹的に考え、説

明する活動

第６学年 ○分数についての計算の意味や計算の仕方を、言葉、数、式、図、数直線

を用いて考え、説明する活動

【参考資料】

○小学校数学科の新規・移行等の内容一覧【資料１】

○小学校算数科「分数」について【資料２】

○新学習指導要領に見られる「算数的活動」「数学的活動」と活動のねらい【資料３】

○『簡単な分数（第２学年）』の「指導と評価の計画」、「展開」（例）【資料４】

（群馬大学教育学部附属小学校）

○『いろいろな四角形（第４学年）』の「指導と評価の計画」、「展開」（例）【資料５】

（沼田市立升形小学校）

○平成22年度小学校算数科「追加内容と補助教材時数（例）」【資料６】

○算数的活動を生かした指導の充実【資料７】

○算数科平成22年度単元一覧（例）【資料８】（群馬大学教育学部附属小学校）
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小学校算数科の新規・移行等の内容
＜数と計算＞ ＊（ ）内の数字は解説書のページ数

現 行 新 備 考

第 ○簡単な３位数など
１ （１）オ （１）オ
学 １００までの数につい ２位数の表し方について
年 て、その表し方と意味 理解すること。

を理解すること。 （１）カ スパイラル ・３位数は表し方を知る程
簡単な場合について３位 度。（Ｐ５４）
数の表し方を知ること。 ・簡単な場合とは、１２０
（１）キ 新規 程度までの３位数。
数を十を単位としてみる （Ｐ５７）
こと。 ＊スパイラルの内容の文末
（Ｐ５４） に注意する。

○簡単な２位数の加・減
（２）イ （２）イ
１位数と１位数の加法 １位数と１位数の加法減
減法の計算の仕方を考 法の計算の仕方を考え、
え、それらの計算が確 それらの計算が確実にで
実にできること。 きること。

（２）ウ スパイラル ・簡単な場合とは、
簡単な場合について、２ ①十を単位としてみられる
位数などの加法及び減法 加法・減法。
の計算の仕方を考えるこ 例２０＋４０、７０－３０
と。 ②繰り上がりや繰り下がり
（Ｐ５８） のない２位数と１位数との

加法、減法。
例１３＋４、１５－２
（Ｐ６０）
＊スパイラルの内容の文末
に注意する。

第 ○１万
２ ＜内容の取り扱い＞ ・これは、９９９９の次の
学 （１）スパイラル 数などとして１万について
年 内容のＡ（１）について 取り扱うことで、第３学年

は、１万についても取り で指導する１万を超える数
扱うものとする。 へと連続性や発展性をもっ
（Ｐ６９） て接続できるよう配慮する

ことが大切である。
（Ｐ７０）

○簡単な分数（１／２、
１／４など）
（１）オ スパイラル ・折り紙やロープなどの具
１／２、１／４など簡単 体物を用いて大きさを作っ
な分数について知ること。 たり、分数と呼ぶことを指
（Ｐ６９） 導したりする。分数の意味

を実感的に理解できるよう
にする。（Ｐ７１）

○簡単な３位数の加・減
（２）イ スパイラル ・簡単な場合とは、
簡単な場合について３位 ①百を単位としてみられる
数などの加法及び減法の 加法・減法。
計算の仕方を考えること。 例８００＋７００、
（Ｐ７２） ５００－１００

②百の位への繰り上がりの
ない（繰り下がりのない）
３位数と２位数などの加法、

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料１】
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減法。
例６２８＋７、２３４＋５
７５３－６、６８３－５１

（Ｐ７３～７４）

○簡単な２位数の乗法
（３）エ スパイラル
簡単な場合について、２ ・簡単な場合とは、１２程
位数と１位数との乗法の 度までの２位数と１位数と
計算の仕方を考えること。 の乗法。
（Ｐ７４） 例４×１０、４×１１、

４×１２
例１０×４、１１×４、
１２×４

（Ｐ７６）

第 ○１億
３ ＜内容の取り扱い＞
学 （１）スパイラル ・これは、第４学年で指導
年 内容のＡの（１）につい する億の単位へと接続でき

ては、１億についても取 るよう、スパイラルとして
り扱うものとする。 指導するものである。
（Ｐ８８） （Ｐ８９）

○４位数
（２）ア （２）ア 新規 ・３位数の計算の仕方を基
３位数の加法及び減法 ３位数や４位数の加法及 にして４位数の計算の仕方
の計算の仕方・・・ び減法の計算の仕方・・・ を考え出せるようにする。

（Ｐ８９） （Ｐ９０）

○３位数×２位数
（３）ア （３）ア 新規
２位数や３位数に１位 ２位数や３位数に１位数 ・３位数×２位数が新規
数をかけたり、２位数 や２位数をかける乗法の
に２位数をかけたりす 計算の仕方を・・・
る乗法の計算の仕方を （Ｐ９２）
・・・

○商が２位数
（４）ウ （４）ウ
除数と商が共に１位数 除数と商が共に１位数で
である除法の計算が確 ある除法の計算が確実に
実にできること。 できること。

（４）エ スパイラル ・簡単な場合とは、
簡単な場合について、除 ①被除数が何十で、被除数
数が１位数で商が２位数 の十の位の数が除数で割り
の除法の計算の仕方を考 きれる計算。
えること。 例８０÷４、９０÷３
（Ｐ９５） ②十の位と一の位の数がそ

れぞれ除数で割り切れる除
法。例６９÷３
（Ｐ９６～９７）

○小数
（５）移行 ・現行４年（４）ア、ウか
小数の意味や表し方につ ら移行。
いて理解できるようにす （１／１０の位の小数の加
る。 減）
（Ｐ９７）

○分数
（６）ア 移行 ・新アは現行４年（５）ア
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等分してできる部分の大 から移行。
きさや端数部分の大きさ
を表すのに分数を用いる
こと。また、分数の表し
方について知ること。
（６）イ 移行 ・新イは現行４年（５）イ
分数は、単位分数の幾つ から移行。
分かで表せることを知る
こと。
（６）ウ ・新ウは現行５年（４）エ
簡単な場合について、分 から一部移行。
数の加法及び減法の意味 ・現行５年（４）エは、新
について理解し、計算の ４年（６）イにも移行。
仕方を考えること。 ・簡単な場合とは、同分母
（Ｐ９９） 分数で真分数同士の和が１

までの加法・減法を扱う。
（Ｐ１０１）

○小数と分数の関連付け
＜内容の取り扱い＞
（６）新規 ・小数と分数の学習の後で、
内容のＡの（５）及び（６） 小数の０．１と分数の
については、小数の １／１０などを同一の数直
０．１と分数の１／１０ 線の上下に表し、大きさが
などを数直線を用いて関 同じで数であることを視覚
連付けて取り扱うものと 的にも実感できるよう配慮
する。 する。
（Ｐ９９） （Ｐ１００）

第 ○四則計算の結果の見積
４ もり
学 （２）ウ 移行 ・現行５年（５）ア、６年
年 目的に応じて四則計算の （４）アから移行。

結果の見積もりをするこ （５年：和、差を概数で見
と。 積もる。）
（Ｐ１１５） （６年：積、商を概数で見

積もる。）

○整数の四則計算の定着
と活用
（４）スパイラル・新規 ・整数の四則計算について
整数の計算の能力を定着 は、第１学年から第４学年
させ、それを用いる能力 に渡って指導してきている。
を伸ばす。 ・計算の能力を定着させ、
（Ｐ１２０） それを用いる能力を伸ばす

ようにする。
（Ｐ１２０）
＊振り返り、学び直し。
＊単元を設けて指導してい
きたい。（調査官）

○小数の加・減
（１／１００の位）
（５）イ 新規
小数の加法及び減法の計 ・小数の範囲を広げて加法
算の仕方を考え、それら 及び減法について指導をす
の計算ができること。 る。
（Ｐ１２０～１２１） 例３．７＋２．４８

（Ｐ１２１～１２２）

○小数の乗・除
（５）ウ 移行 ・現行５年（３）アから移
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乗数や除数が整数である 行
場合の小数の乗法及び除 例 １．２×４
法の計算の仕方を考えそ ３１．６÷４
れらの計算ができること。 （Ｐ１２２）
（Ｐ１２１）

○同分母分数
（６）ア 移行 ・新アは現行５年（４）ア
簡単な場合について、大 から移行。
きさの等しい分数がある
ことに着目すること。
（６）イ 移行（一部新 ・新イは現行５年（４）エ
規） から移行。 （一部移行）
同分母の分数の加法及び
減法の計算の仕方を考え、 ・真分数＋真分数
それらの計算ができるこ ・仮分数＋仮分数
と。 ・帯分数＋帯分数
（Ｐ１２２～１２３） ＊３年での加・減との違い。

（Ｐ１２３～１２４）

○そろばん 加・減
（７）新規 ・整数では２位数の加減。
そろばんを用いて、加法 ・簡単な小数の加減。
及び減法の計算ができる 例 ２億＋６億
ようにする。 １０兆＋２０兆
（Ｐ１２４） （Ｐ１２４）

第 ○約数と倍数
５ （１）イ 移行 ・現行６年（１）アから移
学 約数、倍数について知る 行。
年 こと。

（Ｐ１４１）

○素数
＜内容の取り扱い＞
（１）新規 ・整数の見方、数について
内容のＡの（１）のイに の感覚をより豊にすること
ついては、・・・。また、 をねらいとする。
約数を調べる過程で素数 （Ｐ１４２）
について触れるものとす
る。
（Ｐ１４１）

○小数の乗・除
（３）ウ 新規
小数の乗法及び除法につ ・小数の場合でも、○×（□
いても、整数の場合と同 ＋△）＝○×□＋○×△と
じ関係や法則が成り立つ いう分配法則が成り立つ。
ことを理解すること。 （Ｐ１４５）
（Ｐ１４３）

○異分母分数の加・減など
（４）ア
整数及び小数を分数の形 ・新アは現行５年（４）イ
に直したり、分数を小数 から移行。
で表したりすること。
（４）イ ・新イは現行５年（４）ウ
整数の除法の結果は、分 から移行。
数を用いると常に一つの
数として表すことができ
ることを理解すること。
（４）ウ 移行 ・新ウは現行６年（２）ア
一つの分数の分子及び分 から移行。
母に同じ数を乗除してで
きる分数は、元の分数と
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同じ大きさを表すことを
理解すること。
（４）エ 移行 ・新エは現行６年（２）イ
分数の相等及び大小につ から移行。
いて考え、大小の比べ方
をまとめること。
（４）オ 移行 ・新オは現行６年（２）ウ
異分母の分数の加法及び から移行。
減法の計算の仕方を考え、
それらの計算ができるこ
と。
（Ｐ１４６）

○分数の乗・除
（４）カ スパイラル・ ・新カは現行６年（３）ア
移行 から移行。
乗数や除数が整数である
場合の分数の乗法及び除
法の意味について理解し、
計算の仕方を考え、それ
らの計算ができること。
（Ｐ１４７）

第 ○分数・小数の混合計算
６ （１）イ 新規 ・イにおいて、整数や小数
学 分数の乗法及び除法の計 の乗法や除法を分数の場合
年 算の仕方を考え、それら の計算にまとめることの指

の計算ができること。 導。
（Ｐ１６５） 例５÷２×０．３を分数の

形にまとめる。
（Ｐ１６６）

○分数の乗・除
（１）ウ 新規 ・整数や小数で用いられた
分数の乗法及び除法につ 除法の性質及び交換法則、
いても、整数の場合と同 結合法則、分配法則につい
じ関係や法則が成り立つ て、分数についても成り立
ことを理解すること。 つことを調べられるように
（Ｐ１６５） する。

（Ｐ１６６～１６７）
＊５年（３）と同様な学習
活動。

○小数や分数の四則計算
の定着と活用
（２）スパイラル・新規 ・計算の意味を理解するこ
小数及び分数の計算の能 とや、計算の仕方を考える
力を定着させ、それらを こと。
用いる能力を伸ばす。 ・技能に習熟することや、
（Ｐ１６８） 計算を生活や学習に活用す

ることなど。
（Ｐ１６８）
＊４年（４）と同様な学習
活動。
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＜量と測定＞

現 行 新 備 考

全 ・○○の意味について ・○○について、単位と ・前学年で、書きぶりが統
学 理解し、・・・ 測定の意味を理解し、・ 一されている。
年 ・・

第 ○面積、体積
１ （１）ア （１）ア 新規 ＊面積、体積の直接比較が
学 長さを直接比べるこ 長さ、面積、体積を直接 新しく入った。
年 と。 比べること。 （Ｐ６２）

（１）イ （１）イ
身近にあるものの長さ 身の回りにあるものの大
を単位として、その幾 きさを単位として、その
つ分かで長さを比べる 幾つ分かで大きさを比べ
こと。 ること。

（Ｐ６１）

○時刻の読み方
（２）移行 ・現行２年（２）から移行。
日常生活の中で時刻を読
むことができるようにす
る。
（Ｐ６３）

第 ○体積の単位
２ （２）ア 移行 ・現行３年（１）ウから移
学 体積の単位（ミリリット 行。
年 ル（ml）、デシリットル ・ミリリットル、デシリッ

（dl）、リットル(l)）に トルを付加。
ついて知ること。 ＊現行は、３年内容の取り
（Ｐ７８） 扱いに記述されている。

（Ｐ７９）

○時間の単位（日、時、分）
（３）移行 ・現行３年（３）アから一
時間について理解し、そ 部移行。
れを用いることができる ＊「秒」を除く。
ようにする。
（３）ア 移行
日、時、分について知り、
それらの関係を理解する
こと。
（Ｐ７９）

第 ○ｔ
３ ＜内容の取り扱い＞
学 （１）新規 ・ここでは、日常でよく用
年 内容のＢの（１）のイに いられている「トン（ｔ）」

ついては、トン（ｔ）の も大きい重さを表す重さの
単位についても触れるも 単位であることや、１ｔは
のとする。 １０００ｋｇであることを
（Ｐ１０３） 指導する。

（Ｐ１０５）

○時間の単位
（３）ア （３）ア ・時間の単位として、秒を
日、時、分及び秒につ 秒について知ること。 指導する。
いて・・・ （Ｐ１０５） （Ｐ１０５）

＊秒のみとなった。
＊他は、２年に移行。
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第 ○ａ，ｈａ
４ ＜内容の取り扱い＞
学 （５）新規 ・田や畑などの面積を表す
年 内容のＢの（１）アにつ 場合に、・・・・、アール

いては、アール（ａ）、 （ａ）、ヘクタール（ｈａ）
ヘクタール（ｈａ）の単 の単位を使うと便利である
位についても触れるもの ことが分かるよう配慮する。
とする。 （Ｐ１２６）
（Ｐ１２５）

第 ○ひし形、台形の面積の
５ 求め方
学 （１） （１）ア 新規 ・「ひし形」及び「台形」
年 ア：三角形及び平行四 三角形、平行四辺形、ひ を付加。

辺形の面積の求め方を し形及び台形の面積の求 （Ｐ１４９）
考え、それらを用いる め方を考えること。 ＊円の面積は６年に移行。
こと。 （Ｐ１４９）

○体積の単位
（２）ア 移行 ・現行６年（２）イ及び、
体積の単位（立方センチ 「内容の取り扱い」（５）
メートル(cm3)、立方メー から移行。
トル(m3)）について知る
こと。
（Ｐ１５２）

○立方体、直方体の体積
の求め方
（２）イ 移行 ・現行６年（２）ウから移
立方体及び直方体の体積 行。
の求め方を考えること。
（Ｐ１５２）

○測定値の平均
（３）スパイラル・新規 ・測定値を平均する考えを
量の大きさの測定値につ 用いることを指導する。
いて理解できるようにす （Ｐ１５３～１５４）
る。
（３）ア ・現行６年Ｄ（３）から一
測定値の平均について知 部移行。
ること。
（Ｐ１５３）

○単位量あたりの大きさ
（人口密度など）
（４）ア 移行 ・現行６年（３）アから移
単位量当たりの大きさに 行。
ついて知ること。 ＊速さは６年で扱う。
（Ｐ１５４）

第 ○面積
６ （２）ア 移行
学 円の面積の求め方を考え ・現行５年（１）イから移
年 ること。 行。

（Ｐ１６９）

○角柱、円柱の体積の求
め方
（３）ア 新規 ・中学校から移行。
角柱及び円柱の体積の求 ＊５年で直方体・立方体の
め方を考えること。 体積の学習をしている。
（Ｐ１７０）
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○メートル法の単位の仕
組み
（５）新規 ・メートル法とその単位に
メートル法の単位の仕組 ついてまとめ、その理解を
みについて理解できるよ 深め、測定においてこれら
うにする。 の単位を有効に用いること
（Ｐ１７１） ができるようにすることを

ねらいとしている。
＊算数的活動で例示。
（Ｐ１７１～１７２）

＜図形＞

現 行 新 備 考

第 ○平面図形
１ （１） （１）新規 ・立体図形だけでなく、平
学 身近な立体についての 身の回りにあるものの形 面図形も加える。
年 ・・・ についての・・・

（Ｐ６４）

第 ○正方形、長方形、直角
２ 三角形
学 （１）イ 移行 ・現行３年（１）イから移
年 正方形、長方形、直角三 行。

角形について知ること。 ＊現行は、三角形、四角形
（Ｐ８０） のみ。

○箱の形
（１）ウ 移行 ・現行３年（１）アから移
箱の形をしたものについ 行。
て知ること。
（Ｐ８０）

第 ○二等辺三角形、正三角形
３ （１）ア 移行 ・現行４年（１）アから移
学 二等辺三角形、正三角形 行。
年 について知ること。

（Ｐ１０６）

○角
（１）イ 移行 ・現行４年（１）イから移
角について知ること。 行。
（Ｐ１０６）

○円、球
（１）ウ 移行 ・現行４年（１）ウから移
円、球について知ること。 行。
また、それらの中心、半
径、直径について知るこ
と。
（Ｐ１０６）

第 ○直線の平行や垂直の関係
４ （１）ア 移行 ・現行５年（１）アから移
学 直線の平行や垂直の関係 行。
年 について、理解すること。

（Ｐ１２９）
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○平行四辺形、ひし形、
台形
（１）イ 移行 ・現行５年（１）イから一
平行四辺形、ひし形、台 部移行。
形について知ること。
（Ｐ１２９）

○立方体、直方体
（２）ア 移行 ・現行６年（１）アから移
立方体、直方体について 行。
知ること。
（２）イ 移行 ・現行６年（１）イから移
直方体に関連して、直線 行。
や平面の平行や垂直の関
係について理解すること。
（Ｐ１３２）

○ものの位置の表し方
（３）新規 ・平面上にあるものの位置
ものの位置の表し方につ や空間の中にあるものの位
いて理解できるようにす 置の表し方について理解で
る。 きるようにする。
（Ｐ１３３） （Ｐ１３３）

第 ○多角形や正多角形
５ （１）ア 新規 ・多角形を現行５年「内容
学 多角形や正多角形につい の取り扱い」（５）から移
年 て知ること。 行。

（Ｐ１５５）

○図形の合同
（１）イ 新規 ・中学校から一部移行。
図形の合同について理解 （合同な図形の性質）
すること。
（Ｐ１５５）

○角柱、円柱
（２）ア 移行 ・現行６年（１）ウから移
角柱や円柱について知る 行。
こと。
（Ｐ１５９）

第 ○縮図や拡大図
６ （１）ア 新規 ・中学校から移行。
学 縮図や拡大図について理 ・相似の理解の基礎となる
年 解すること。 経験を豊かにし、それらを

（Ｐ１７３） 目的に応じて適切にかいた
り読んだりできるようにす
ることをねらいとしている。
（Ｐ１７３～１７４）

○対称な図形
（１）イ 新規 ・既習の図形を対称性とい
対称な図形について理解 う新しい観点から考察し、
すること。 図形についての理解を深め
（Ｐ１７３） るようにする。

（Ｐ１７４）
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＜数量関係＞

現 行 新 備 考

第 ○加法や減法の場面を式
１ に表す
学 （１）移行 ・現行１年Ａ（２）アから
年 加法及び減法が用いられ 移行。

る場面を式に表したり、
式を読み取ったりするこ
とができるようにする。
（Ｐ６６）

○絵や図を用いた数量の
表現
（２）新規 ・絵や図に整理したり、事
ものの個数を絵や図など 象の特徴を読み取ったりす
を用いて表したり読み取 る。
ったりすることができる （Ｐ６７～６８）
ようにする。
（Ｐ６７）

第 ○加法と減法の相互関係
２ （１）移行 ・現行Ａ（２）アから移行。
学 加法と減法の相互関係に ＊「式を用いて説明できる
年 ついて理解し、式を用い ようにする。」を付加。

て説明できるようにする。 （Ｐ８３～８５）
（Ｐ８３）

○乗法の場面を式に表す
（２）移行 ・現行Ａ（３）アから移行。
乗法が用いられる場面を
式にしたり、式を読み取
ったりできるようにする。
（Ｐ８５）

○簡単な表やグラフ
Ａ（１）オ （３）移行 ・現行２年Ａ（１）オから
簡単な事柄を分類整理 身の回りにある数量を分 移行。
し、それを数を用いて 類整理し、簡単な表やグ ＊「読み取ったりできるよ
表したり、表やグラフ ラフを用いて表したり読 うにする。」を付加。
の形に表したりするこ み取ったりすることがで （Ｐ８６）
と。 きるようにする。 ・表やグラフをかく技能面

（Ｐ８６） を強調するよりも、特徴を
読み取ることを重視。
（Ｐ８６）

第 ○除法の場面を式に表す
３ （１）移行 ・現行３年Ａ（４）アから
学 除法が用いられる場面を 移行。
年 式に表したり、式を読み ・数量の関係を式に表した

取ったりすることができ り、式を読み取ったりする
るようにする。 ことを重視することが大切。
（Ｐ１０９） （Ｐ１０９）

○式と図の関連付け
（２）ア 新規 ・図に表された数量の関係
数量の関係を式に表した を読み取ってそれを式に表
り、式と図を関連付けた す活動や、式に表された数
りすること。 量の関係を読み取ってそれ
（Ｐ１１０） を図に表す等の活動を通し

て、式と図を関連付けるこ
とができるようにすること
が大切。
（Ｐ１１０）
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○□などを用いた式
（２）イ 新規 ・未知の数量を□などの記
数量を□などを用いて表 号を用いて表現することに
し、その関係を式に表し より、文脈通りに数量の関
たり、□などに数を当て 係を立式し、□に当てはま
はめて調べたりすること。 る数を調べることができる
（Ｐ１１０） ようにする。

（Ｐ１１０～１１１）

第 ○□、△などを用いた式
４ （２）ウ 新規 ・正方形の一辺の長さと周
学 数量を□、△などを用い の長さの関係を□×４＝△
年 て表し、その関係を式に と一般的に表す場合が考え

表したり、□、△などに られる。
数を当てはめて調べたり （Ｐ１３７）
すること。
（Ｐ１３５）

○四則計算の性質
（３）ア 移行 ・現行５年Ｄ（１）アから
交換法則、結合法則、分 移行。
配法則についてまとめる
こと。
（Ｐ１３７）

○資料の分類整理
（３）ア （４）ア ・現行４年（３）の文章を
二つの事柄に関して起 資料を二つの観点から分 整理して記述し直す。
こる場合について調べ 類整理して特徴を調べる
ること。 こと。

（Ｐ１３８）

＜内容の取り扱い＞
（７）移行 ・現行４年（３）イから内
内容のＤの（４）アにつ 容の取り扱いへ移行。
いては、資料を調べると
きに、落ちや重なりが無
いようにすることを取り
扱うものとする。
（Ｐ１３８）

第 ○簡単な比例の関係
５ （１）ア スパイラル ・比例の関係について知り、
学 簡単な場合について、比 関数の考えを伸ばしていく
年 例の関係があることを知 ことをねらいとしている。

ること。 （Ｐ１６１）
（Ｐ１６１） ＊「比例の関係についての

理解」は、６年で行う。

○円グラフや帯グラフ
（３） （４）一部付加 ・「特徴を調べたりするこ
・・・・円グラフ、帯 ・・・・円グラフや帯グ と」が付加。
グラフを用いて表すこ ラフを用いて表したり、
とができるようにす 特徴を調べたりすること
る。 ができるようにする。

（Ｐ１６３）

第 ○比例
６ （２）イ 新規 ・日常の問題の解決に進ん
学 比例の関係を用いて、問 で比例の関係を活用しよう
年 題を解決すること。 とする態度を育てるように

（Ｐ１７６） する。
（Ｐ１７８）
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○反比例
（２）ウ ・中学校から一部移行
反比例の関係について知 ・反比例の関係を知り、比
ること。 例についての理解を深める
（Ｐ１７６） ことがねらい。

・比例と反比例を比較する
ことが大切。
（Ｐ１７８）

○文字を用いた式
（３）ア 新規・中学校 ・中学校から一部移行。
から一部移行 ・文字の使用に次第に慣れ
数量を表す言葉や□、△ ることができるようにする。
などの代わりに、ａ、ｘ ＊文字を用いて表すことの
などの文字を用いて式に よさを味わうことのできる
表したり、文字に数を当 素地を養っておくことが大
てはめて調べたりするこ 切。中学校とのなだらかな
と。 接続。
（Ｐ１７９） （Ｐ１７９～１８０）

○度数分布
（４）イ 新規 ・度数分布表や柱状グラフ
度数分布を表す表やグラ （ヒストグラム）に表すと
フについて知ること。 よいことを知らせ、かいた
（Ｐ１８０） り読み取ったりできるよう

にする。
＊度数分布表（階級と度数
で表された表）
（Ｐ１８０～１８１）

○起こり得る場合
（５）新規・中学校から ・結果として何通りの場合
移行 があるかを明らかにする事
具体的な事柄について、 よりも、整理して考える過
起こり得る場合を順序よ 程に重点をおき、・・・・
く整理して調べることが 落ちや重なりがないように、
できるようにする。 順序よく調べていこうとす
（Ｐ１８１） る態度を育てるよう配慮す

る必要がある。
（Ｐ１８１～１８２）
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小学校算数科 「分数」について

新学習指導要領

＜２年＞
（１）数の意味や表し方について
理解し、数を用いる能力を伸ば
す。

オ 1/2、1/4など簡単な分数につ
いて知ること。
（新規）

＜３年＞
（６）分数の意味や表し方につい

現行学習指導要領 て理解できるようにする。
ア 等分してできる部分の大きさ

＜４年＞ や端数部分の大きさを表すのに
（５）分数の意味とその表し方に 分数を用いること。また、分数
ついて理解できるようにする。 の表し方について知ること。

ア 端数部分の大きさや等分して （現行４年（５）ア）
できる部分の大きさなどを表す イ 分数は、単位分数の幾つ分か
のに分数を用いること。また、 で表せることを知ること。
分数の表し方について知ること。 （現行４年（５）イ）

イ 分数は、単位分数の幾つ分か ウ 簡単な場合について、分数の
で表せることを知ること。 加法及び減法の意味について理

解し、計算の仕方を考えること。
（現行５年（４）エ）

＜４年＞
＜５年＞ （６）分数についての理解を深め
（４）分数についての理解を深め るとともに、同分母の分数の加
るとともに、同分母の分数の加 法及び減法の意味について理解
法及び減法の意味について理解 し、それらを用いることができ
し、それらを適切に用いること るようにする。
ができるようにする。 ア 簡単な場合について、大きさ

ア 簡単な場合について、大きさ の等しい分数があることに着目
の等しい分数があることに着目 すること。
すること。 （現行５年（４）ア）

イ 整数及び小数を分数の形に直 イ 同分母の分数の加法及び減法
したり、分数を小数で表したり の計算の仕方を考え、それらの
すること。 計算ができること。

ウ 整数の除法の結果は、分数を （現行５年（４）エ）
用いると常に一つの数として表
すことができることを理解する
こと。 ＜５年＞

エ 同分母の分数の加法及び減法 （４）分数についての理解を深め
の計算の仕方を考え、それらの るとともに、異分母の分数の加
計算ができること。 法及び減法の意味について理解

し、それらを用いることができ
るようにする。

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料２】
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ア 整数及び小数を分数の形に直
したり、分数を小数で表したり

＜６年＞ すること。
（２）分数についての理解を一層 （現行５年（４）イ）
深めるとともに、異分母の分数 イ 整数の除法の結果は、分数を
の加法及び減法の意味について 用いると常に一つの数として表
理解し、それらを適切に用いる すことができることを理解する
ことができるようにする。 こと。

ア 一つの分数の分子及び分母に （現行５年（４）ウ）
同じ数を乗除してできる分数は、 ウ 一つの分数の分子及び分母に
元の分数と同じ大きさを表すこ 同じ数を乗除してできる分数は、
とを理解すること。 元の分数と同じ大きさを表すこ

イ 分数の相等及び大小について とを理解すること。
考え、大小の比べ方をまとめる （現行６年（２）ア）
こと。 エ 分数の相等及び大小について

ウ 異分母の分数の加法及び減法 考え、大小の比べ方をまとめる
の計算の仕方を考え、それらの こと。
計算ができること。 （現行６年（２）イ）

オ 異分母の分数の加法及び減法
（３）分数の乗法及び除法の意味 の計算の仕方を考え、それらの
について理解し、それらを適切 計算ができること。
に用いることができるようにす （現行６年（２）ウ）
る。 カ 乗数や除数が整数である場合

ア 乗数や除数が整数である場合 の分数の乗法及び除法の意味に
の乗法及び除法の意味について ついて理解し、計算の仕方を考
理解すること。 え、それらの計算ができること。

イ 乗数や除数が整数や小数の場 （現行６年（３）ア）
合の計算の考え方を基にして、
乗数や除数が分数である場合の
乗法及び除法の意味について理 ＜６年＞
解すること。 （１）分数の乗法及び除法の意味

ウ 分数の乗法及び除法の計算の についての理解を深め、それら
仕方を考え、それらの計算がで を用いることができるようにす
きること。 る。

ア 乗数や除数が整数や小数であ
る場合の計算の考え方を基にし
て、乗数や除数が分数である場
合の乗法及び除法の意味につい
て理解すること。
（現行６年（３）イ）

イ 分数の乗法及び除法の計算の
仕方を考え、それらの計算がで
きること。
（現行６年（３）ウ）

ウ 分数の乗法及び除法について
も、整数の場合と同じ関係や法
則が成り立つことを理解するこ
と。
（新規）

（２）小数及び分数の計算の能力
を定着させ、それらを用いる能
力を伸ばす。
（新規）
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新学習指導要領に見られる「算数的活動」と活動のねらい

「数と計算」 「量と測定」 「図形」 「数量関係」

第 ○具体物をまとめて数 ○身の回りにあるもの ○身の回りから、いろ ○数量についての具体

１ えたり等分したりし の長さ、面積、体積 いろな形を見付けた 的な場面を式に表し

学 それを整理して表す を直接比べたり、他 り、具体物を用いて たり、式を具体的な

年 活動 のものを用いて比べ 形を作ったり分解し 場面に結び付けたり

（Ｐ５７～５８） たりする活動 たりする活動 する活動

・数を数える能力を身 （Ｐ６３） （Ｐ６５～６６） （Ｐ６７）

に付ける。 ・面積、体積の単位と ・ものの形への興味や ・加法及び減法の式を

・数の十進位取り記数 測定の考えを、日常 関心を高める。 読み取ったり活用し

法の素地的な見方に 生活の中で活用でき ・これからの図形学習 たりできるようにす

ついて理解する。 るようにする。 のための素地的な体 る。

・数についての感覚を ・それぞれの量の意味 験を重ねる。 ・式についての理解を

豊かにする。 や測定の仕方につい ・図形についての基礎 深め、式と具体的な

ての理解をより確か となる経験を豊かに 場面とを結び付ける

○計算の意味や計算の なものとする。 する。 活動を高めていく。

仕方を、具体物を用 ・量の大きさについて ・図形について親しみ

いたり、言葉、数、 の感覚を豊かにす をもたせる。

式、図を用いたりし る。 ・生活と関連させる

て表す活動 ・図形についての感覚

（Ｐ６０～６１） を豊かにする。

・具体的な場面に基づ

いて計算の意味を理

解する。

・新しい計算の仕方を

考え、表現する。

第 ○身の回りから、整数 ○身の回りにあるもの ○正方形、長方形、直 ○加法と減法の相互関

２ が使われている場面 の長さや体積につい 角三角形をかいたり 係を図や式に表し、

学 を見付ける活動 て、およその見当を 作ったり、それらで 説明する活動

年 （Ｐ７１～７２） 付けたり、単位を用 平面を敷き詰めたり （Ｐ８４～８５）

・整数についての理解 いて測定したりする する活動 ・加法と減法の相互関

を深める。 活動 （Ｐ８１～８２） 係の理解を深める。

・整数を学ぶ意義を自 （Ｐ７８） ・構成要素に着目し

ら実感する。 （Ｐ７９） て、正方形、長方形

・整数が身の回りで広 ・長さの意味と測定の の特徴を実感的に理

く活用されているこ 考えについて実感的 解できるようにす

とを理解できるよう に理解する。 る。

にする。 ・体積の意味と測定の

考えについて実感的

○乗法九九の表を構成 に理解する。

したり観察したりし

て、計算の性質やき

まりを見付ける活動

（Ｐ７６～７７）

・計算の性質や決まり

を理解する。

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料３】
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第 ○整数、小数及び分数 ○長さ、体積、重さの ○二等辺三角形や正三 ○日時や場所などの観

３ についての計算の意 それぞれについて単 角形を定規とコンパ 点から資料を分類整

学 味や計算の仕方を、 位の関係を調べる活 スを用いて作図する 理し、表を用いて表

年 具体物を用いたり、 動 活動 す活動

言葉、数、式、図を （Ｐ１０４～１０５） （Ｐ１０８） （Ｐ１１２）

用いたりして考え、 ・長さ、体積、重さの ・目的や場合に応じ ・表についての基礎的

説明する活動 単位の学習を活用し て、定規やコンパス ・基本的な知識及び

（Ｐ９１～９２） て、それぞれの単位 を用いて作図する方 技能を確実に身に付

（Ｐ９４） に共通する関係など 法を自在に活用でき ける。

・計算の意味や仕方を について気付かせ、 るようにする。 ・日時、曜日、時間や

考えたり、考えを表 単位についての理解 場所などの観点から

現したりする。 を深める。 分類の項目を選び、

資料を目的にあった

○小数や分数を具体物 手際のよい方法で、

図、数直線を用いて 分かりやすく整理す

表し、大きさを比べ ることを通して、表

る活動 の意味を理解し、表

（Ｐ１０１～１０２） を用いて表すことが

・小数や分数の意味と できるようにする。

大きさについて実感

を伴って理解させ

る。

第 ○目的に応じて計算の ○長方形を組み合わせ ○平行四辺形、ひし形、 ○身の回りから、伴っ

４ 結果の見積りをし、 た図形の面積の求め 台形で平面を敷き詰 て変わる二つの数量

学 計算の仕方や結果に 方を、具体物を用い めて、図形の性質を を見付け、数量の関

年 ついて適切に判断す たり、言葉、数、式、 調べる活動 係を表やグラフを用

る活動 図を用いたりして考 （Ｐ１３１） いて表し、調べる活

（Ｐ１１７） え、説明する活動 ・図形の構成要素及び 動

・見積もりを生活や学 （Ｐ１２７） それらの位置関係に （Ｐ１３４～１３５）

習場面で活用する。 ・図形についての見方 着目し、図形につい ・身の回りから、伴っ

を用いて正方形や長 ての実感的な理解を て変わる二つの数量

方形の面積の公式を 深める。 を見いだし、それを

活用すれば、より簡 ・平行四辺形、ひし形、 表や折れ線グラフな

単に面積が求められ 台形によって平面を どを用いて表し、二

ることを実感させ 敷き詰めることを確 つの数量の間にある

る。 かめ、敷き詰めた図 関係を調べるなど、

・既習事項を基に、筋 形の中にほかの図形 表やグラフを活用で

道を立てて説明しよ を認めたり、平行線 きるようにするもの

うとする態度を育て の性質に気付いたり である。

る。 するなど、図形につ

いての見方や感覚を

○身の回りにあるもの 豊かにする。

の面積を実際に測定

する活動

（Ｐ１２７～１２８）

・面積を求めたり、様

々な場面で単位を用

いたりすることを通

して、実感を伴って
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単位の大きさを理解

したり、面積の求め

方をより確実に理解

したりする。

・面積を学習した意義

を実感する。

第 ○小数についての計算 ○三角形、平行四辺形 ○合同な図形をかいた ○目的に応じて表やグ

５ の意味や計算の仕方 ひし形及び台形の面 り、作ったりする活 ラフを選び、活用す

学 を、言葉、数、式、 積の求め方を、具体 動 る活動

年 図、数直線を用いて 物を用いたり、言葉、 （Ｐ１５８） （Ｐ１６４）

考え、説明する活動 数、式、図を用いた ・合同な図形を重ねて ・目的意識をもって、

（Ｐ１４６） りして考え、説明す 写し取ったり、対応 問題の解決に向け

・既習の内容を根拠に る活動 の考えを用いたりし て、より適切な表や

自分の考えを数学的 （Ｐ１５０～１５１） て、かいたり、作っ グラフを選択し、表

に表現したり、より ・面積の求め方を考 たりする活動の中 したり、読み取った

よい考えやより分か え、説明する活動を で、どのような条件 り、判断をしたりす

りやすい考えに高め 通して、数学的な思 を用いれば合同な図 るなど、表やグラフ

合ったりする。 考力や表現力を高め 形をかいたり、作っ を活用できるように

・小数についての乗法 る。 たりすることができ する。

や除法の意味と計算 ・既習の内容を基に創 るかと言うことに着 ・算数を学ぶことの楽

の仕方を既習の乗法 造的、発展的に作り 目し、合同について しさや意義を実感す

や除法の考え方を根 上げていくことがで 実感的に理解できる る。

拠に言葉や数直線な きることを実感す ようにする。

どで説明する。 る。 ・確かな根拠を基に説

・面積の学習を創造 明する態度を育て

的、発展的に創り上 る。

げていく際には、図

形についての豊かな ○三角形の三つの角の

感覚や数学的な考え 大きさの和が180°

を大事にして学習し になることを帰納的

ていくことが大切で に考え、説明する活

あることを感じさせ 動。四角形の四つの

る。 角の大きさの和が

360°になることを

演繹的に考え説明す

る活動

（Ｐ１５８～１５９）

・三角形の三つの角の

大きさの和と四角形

の四つの角の大きさ

の和を考え、説明す

る。

・どんな三角形の三つ

の角の大きさの和も

１８０°になること

の驚きを感じさせた

り、その美しさを味

わわせたりしていく

ようにする。
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第 ○分数についての計算 ○身の回りで使われて ○身の回りから、縮図 ○身の回りから、比例

６ の意味や計算の仕方 いる量の単位を見付 や拡大図、対称な図 の関係にある二つの

学 を、言葉、数、式、 けたり、それがこれ 形を見付ける活動 数量を見付けたり、

年 図、数直線を用いて までに学習した単位 （Ｐ１７５～１７６） 比例の関係を用いて

考え、説明する活動 とどのような関係に ・縮図や拡大図が日常 問題を解決したりす

（Ｐ１６７） あるかを調べたりす 生活の中でいろいろ る活動

・既習の内容を基にし る活動 と活用されているこ （Ｐ１７８～１７９）

ながら数学的に表現 （Ｐ１７２～１７３） とに着目させ、進ん ・日常生活の中から比

する能力を育てた ・メートル法の単位の で活用しようとする 例の関係にある事象

り、根拠を明らかに 仕組みについて学習 態度を育てていく。 を見付け出したり、

して、論理的に考え したことを活用する 比例の関係を用いて

る態度を伸ばしたり ことで、新しい単位 効率よく問題を解決

する。 に出会ったときも類 したりするなど、比

・分数の乗法や除法の 推して量の大きさを 例の関係を活用する

計算の意味を、分数 考えることができる ことができるように

に整数をかけたり割 ことから、メートル する。

ったりする乗法や除 法のよさを実感を伴 ・算数を学ぶことの楽

法の計算の意味を用 って理解する。 しさや意義を実感で

いて考え、説明する。 きるようにする。

・数える。 ・比べる。 ・形を見付ける。 ・式に表す。
文 ・整理して表す。 ・およその見当を付け ・形を作る。 ・式を場面に結び付け
末 ・言葉、数、式、図を る。 ・形を分解する。 る。
表 用いて表す。 ・測定する。 ・形をかく。 ・図や式に表し、説明
現 ・場面を見付ける。 ・単位の関係を調べ ・形で平面を敷き詰め する。
・性質やきまりを見付 る。 る。 ・資料を分類整理す
ける。 ・考え、説明する。 ・作図する。 る。

・考え、説明する。 ・実際に測定する。 ・図形の性質を調べ ・表を用いて表す。
・具体物、図、数直線 ・単位を見付ける。 る。 ・表やグラフを用いて
を用いて表す。 ・どのような関係にあ ・考え、説明する。 表し、調べる。

・大きさを比べる。 るかを調べる。 ・図形を見付ける。 ・表やグラフを選び活
・適切に判断する。 用する。

・問題を解決する。

（Ｐ：解説書に記載されているページ）
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新学習指導要領に見られる「数学的活動」と活動のねらい

数 学 的 活 動

第 ア 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだす活動

１ ○符号の異なる２数の加法の計算の仕方を見いだす活動

学 （Ａ（１）イ Ｐ８３～８４）

年 ・同じ符号の２数の加法の学習を基にして、（＋５）＋（－２）や（－４）＋（＋３）のような

符号の異なる２数の加法の計算の仕方を見いだす。

・その後の減法や乗法、除法についても、同様の視点から計算の仕方を考えていけるようにする。

イ 日常生活で数学を利用する活動

○ヒストグラムや代表値などを利用して、集団における自分の位置を判断する活動

（Ｄ（１）イ Ｐ８４～８５）

・「自分の通学時間は、同じ中学校の生徒の中で長い方だといえるか」について、資料を収集し、

ヒストグラムや代表値などを基にして、判断する。

・ヒストグラムや代表値などを用いて資料の傾向をとらえることのよさを知り、資料を整理して

活用する際に生かせるようにする。

ウ 数学的な表現を用いて、自分なりに説明し伝え合う活動

○直線上の１点を通る垂線をひく作図の方法について、その方法で作図ができる理由を説明する

活動

（Ｂ（１）ア Ｐ８６）

・直線上の１点を通る垂線をひく作図の方法について、その方法で作図ができる理由を線対称な

図形の性質や角の二等分線の作図などを根拠にして説明する。

・ある事柄を根拠を明らかにして説明することの基礎を培うとともに、説明し伝え合うことを通

して自分とは異なる考え方に気付き、自分の考え方をよりよくしていくことに生かせるように

する。

第 ア 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだし、発展させる活動

２ ○ｎ角形の内角の和、外角の和を求める活動

学 （Ｂ（１）イ Ｐ１０４～１０５）

年 ・n角形の内角の和が180ﾟ×(n－２)と表され、外角の和が360ﾟになることを見いだす。

・四角形や五角形などの内角の和を帰納的に調べてきまりを見いだし、その理由を三角形の内角

の和が180ﾟであることに基づいて明らかにする。

・既習の内容に結び付けて考えることのよさを知ったり、内角を外角に置き換えることで新たな

問題が見いだせることに気付いたりできるようにして、その後の図形の性質の学習などに生か

せるようにする。

イ 日常生活や社会で数学を利用する活動

○二つの数量の関係を一次関数とみなすことで事柄を予測する活動

（Ｃ（１）エ Ｐ１０６）

・水を熱した時間と水温の関係を調べる実験を基に、水がある温度になるまでの時間を予測する。

・その過程において、実験や観察の結果を理想化したり単純化したりすることで一次関数とみな

し、表、式、グラフを用いて処理し予測できることのよさを知り、事象の考察に生かせるよう
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にする。

ウ 数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝え合う活動

○くじ引きが公平であるかどうかを、確率を用いて説明する活動

（Ｄ（１）イ Ｐ１０７）

・「５本のうち２本の当たりくじが入っているくじを２人の生徒が引くとき、先に引くか後で引

くかによって当たりやすさに違いがあるか」について、確率を用いて説明する。

・その過程において、求めた確率に基づいてどのような判断ができるのかを知り、不確定な事象

の考察に生かせるようにする。

第 ア 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだし、発展させる活動

３ ○速算法（簡便算）の仕組を明らかにし、新たな速算法とその仕組を考える活動

学 （Ａ（２）ウ Ｐ１３０～１３１）

年 ・「十の位が同じで一の位の数の和が10である２桁の自然数の積を暗算で計算する方法」の仕組

を文字式を用いて明らかにし、新たな速算法とその仕組を考えることで、発展させる。

・その過程において、文字式を用いて一般的に表すことや目的に応じて式を変形すること、また

式の意味を読み取ることなどのよさを知り、その後の方程式の学習や図形の性質の学習に生か

せるようにする。

イ 日常生活や社会で数学を利用する活動

○三平方の定理を利用して、実測することが難しい距離などを求める活動

（Ｂ（３）イ Ｐ１５７）

・高さの分かっている山の頂上から見渡すことができる距離を、三平方の定理や円の接線の性質

などを基にして求める。

・その過程において、遮蔽物がないと仮定したり、地球を球とみなしたりするといった理想化し

たり単純化したりすることで対象を図形ととらえることのよさを知り、事象の考察に生かせる

ようにする。

ウ 数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝え合う活動

○いろいろな事象の中にある関数関係を見いだし、その変化や対応の特徴を説明する活動

（Ｃ（１）エ Ｐ１５９）

・身の回りにある交通機関の料金や郵便物の料金を関数関係ととらえ、表やグラフに表し、その

変化や対応の特徴を説明する。

（Ｐ：解説書に記載されているページ）



算数科 第２学年『同じ大きさに分けよう－分数－』指導計画
（全４時間予定）

目標 分割分数の意味や表し方を考え，１つのものを等分した大きさを分割分数で表す。

(1) 分割分数を用いると，１つのものを等分した大きさを表すことができるよさが分かり，１つのものを等分した大きさを分
評

割分数で表そうとする。
価

(2) 1/2や1/4について，分割分数の意味や表し方を考える。
規

(3) １つのものを２・４等分した大きさを分割分数で表す。
準

(4) 1/2や1/4について，分割分数の意味や表し方を理解する。

みとりのポイント

過程 時間 学習活動 □：「おおむね満足できる」状況 研究上の手立て
◎：「十分満足できる」状況

○ピザ(円の形の紙)を２つに分 ①について ○円の形の紙を２つに分け，大きさで仲間分けをする
つ

ける分け方を考え①，仲間分 □様々に円の形の紙を２つに分け 活動を設定し，等分という特別な場合があるという

けをし， ｢１つのものを同じ ている。 ことを理解できるようにする。
か １

大きさにわけて，ぶんすうに ◎自分なりの根拠を基に，円の形 ≪具体物などを操作して考える算数的活動≫

ついてしらべよう。 ｣という を２つに分けている。
む

学習のめあてをつかむ。 ＜ノート・聞き取り(1)(2)＞

解 ○大きさの異なる正方形や長方 ②について ○大きさの異なる正方形や長方形の紙を２・４等分す

形の紙を２等分し②， 1/2に □様々な形を２等分している。 る算数的活動を設定し，円で２・４等分の仕方を演

ついて気付いたことを発表し ◎１つの形を様々に２等分してい 示し，紙を折って考えるよう促すことにより，様々

決
１

合う。 る。 な等分の仕方を考えられるようにする。

本時 ＜ノート・聞き取り(2)(3)(4)＞ ≪具体物などを操作して考える算数的活動≫

し

○大きさの異なる正方形や長方 ③について

て 形，円の形の紙を４等分し③，□様々な形を４等分している。

1/4について気付いたことを ◎１つの形を様々に４等分してい

発表し合う。 る。

い
１

＜ノート・聞き取り(2)(3)(4)＞

く

ま ○同じ大きさの正方形の紙の ④について

と 1/2の大きさと1/4の大きさと □1/2が 1/4より大きいことに気付

め を比べ④，気付いたことを発 いている。

る 表し合う。 ◎1/2と 1/4の２つ分が同じという

・ １ ことや， 1/2を２つに分けたも

活 のが1/4ということなどに気付

か いている。

す ＜ノート・聞き取り(2)(3)(4)＞

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料４－１】（群馬大学教育学部附属小学校）



算 数 科 学 習 指 導 案

Ⅰ 単 元 同じ大きさに分けよう －分数－

Ⅱ 単元の考察（略）

Ⅲ 目標及び評価規準

１ 目 標

分割分数の意味や表し方を考え，１つのものを等分した大きさを分割分数で表す。

２ 評価規準

(1) 分割分数を用いると，１つのものを等分した大きさを表すことができるよさが分かり，

１つのものを等分した大きさを分割分数で表そうとする。

(2) 1/2や1/4について，分割分数の意味や表し方を考える。

(3) １つのものを２・４等分した大きさを分割分数で表す。

(4) 1/2や1/4について，分割分数の意味や表し方を理解する。

Ⅳ 学習計画（全４時間予定）

過 程 学 習 活 動 時間

つかむ ○円形の紙を２つに分けて比べ，学習のめあてをつかむ。 １

○大きさの異なる正方形や長方形の1/2の大きさを比べ，気付いた １

解決して ことを発表し合う。 （本時）

いく ○大きさの異なる円や正方形，長方形の1/4の大きさを比べ，気付 １

いたことを発表し合う。

まとめる・活かす ○分割分数について，気付いたことをまとめる。 １

Ⅴ 本時の学習

１ ねらい 大きさの異なる正方形や長方形の1/2の大きさを比べ，気付いたことを発表

し合うことを通して，元の形や大きさに関係なく，１つのものを２等分した大

きさの１つ分が1/2であるということを理解できる。

２ 準 備 ２種類の正方形の紙 ２種類の長方形の紙

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料４－２】（群馬大学教育学部附属小学校）



３ 展 開（みとりのポイント：□は「おおむね満足できる」状況，◎は「十分満足できる」状況にある子供の姿）

学習活動と子供の意識 指導上の留意点（☆：研究上の手立て） 時間

１ 本時のめあてをつかむ。 ○前時の学習を想起するよう促し，本時のめあ

・４つの形を２つに分けて， てを提示することにより，学習への見通しを ５分

1/2の大きさを作るのだな。 もてるようにする。

２ 正方形や長方形の紙を様 ☆大きさの異なる正方形や長方形の紙を折った

々に２等分する。 り切ったりして２等分する算数的活動を設定

し，様々な等分の仕方を考えるよう促すこと

により，1/2の意味を実感的に理解できるよ

うにする。

みとりのポイント

□様々な形を２等分している。 20分

◎１つの形を様々に２等分している。

○どのように折ったらよいか悩んでいる子供に

は，重なり合うようにすれば，半分に折れる

ことを助言したり，円形の紙を等分したとき

の折り方を演示したりすることにより，等分

の仕方を考えられるようにする。

○元の形が二つに等しく分けられているかを確

かめるよう促すことにより，形は異なってい

・元の形の大きさが違うと分 ても，どれも元の形の1/2の大きさになるこ

けた大きさも違うな。 とを理解できるようにする。

・元が同じ形でも２つに分け ○元が同じ形のもので分類し，元の形と1/2の 20分

る折り方が色々あるぞ。 大きさに着目するよう促すことにより，元が

３ 正方形や長方形の1/2の 同じ形の1/2の大きさでも形の異なるものが

大きさを比べて，気付いた 存在するということや，元の大きさによって

ことを発表し合う。 1/2の大きさが異なるということに気付ける

・大きさが違っても1/2なの ようにする。

だな。元の大きさが違うか

ら，1/2の大きさも違って

くるのだな。

・元が同じ形でも色々な形を

した1/2の大きさがあるの

だな。
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算 数 科 学 習 指 導 案

Ⅰ 単元名 いろいろな四角形

Ⅱ 単元の考察（略）

Ⅲ 単元の目標、指導と評価の計画 （全１２時間予定 本時は６時間目）

評価項目の○はおおむね満足できる状況、☆は十分満足できる状況を表す。

単 元 の 目 標 評 価 規 準
図形についての観察や 算数への 関心・意 数学的な考え方 数量や図形につい 数量や図形につい

構成などの活動を通し 欲・態度 ての表現・処理 ての知識・理解

て、基本的な平面図形 台形、平行四辺形、 台形、平行四辺形、 図形を構成する要 台形、平行四辺形、

についての理解を一層 ひし形の構成要素 ひし形の構成要素 素や位置関係に着 ひし形についての

深めるとともに、図形 及び位置関係など や位置関係を基に、 目して、台形、平 感覚を豊かにする

の構成要素及びそれら に着目して考察処 四角形を分類する 行四辺形、ひし形 とともに、台形、

の位置関係に着目して 理したり、論理的 観点や性質、作図 を作図したり、四 平行四辺形、ひし

考察できる。 に考えたりするこ 方法などを考える。 角形を敷き詰める 形の意味や性質を

との楽しさやよさ などして見出した 理解している。

に気付き、進んで 性質を説明したり

活用しようとする。 することができる。

ね ら い 時 評価の観点 評 価 項 目 主 な 支 援

(主な算数的活動） 間 関 考 表 知 （方 法）

・ドット図を使ってい １ ◎ ○ドットを用いた四角 ・平行な辺の組数を
ろいろな四角形を作 形の構成や、特徴に興 はっきりとらえられ
り、平行な辺に着目し 味をもっている。 るように、平行な辺
て仲間分けすることが ☆進んで特徴をとらえ を色分けしてなぞる
できる。 ようとしている。 活動を設定する。
(平行な辺の組数で四角形 （ワークシート・発言・観察）

を分類する活動）

・台形の定義が分か ２ ◎ ○辺の関係をとらえ、 ・色々な形の台形を
る。 台形は１組の辺が平行 観察させたり弁別さ
(台形を定義づける活動） であることを理解して せたりする活動を設

いる。 定し、どれも向かい
☆定義を基に、台形を 合った１組の辺が平
正しく弁別している。 行であることをとら
（ワークシート・発言・観察） えられるようにす

る。

・定義や性質を用いて ３ ◎ ○台形の定義や性質を ・なぜその方法で作
台形の作図方法を考え 用いて作図方法を考え 図したのかを問い掛
る。 ている。 け、定義や性質と作
(台形の作図方法を考え、 ☆根拠を明らかにし、 図方法を関連づけら
説明する活動） 筋道を立てて説明して れるようにする。

いる。
（ワークシート・発言・観察）

・平行四辺形の定義が ４ ◎ ○辺の関係をとらえ、 ・台形の学習を想起
分かる。 平行四辺形は２組の辺 するように促し、辺
(平行四辺形を定義づける が平行であることを理 の関係に着目しなが
活動） 解している。 ら定義を導き出せる

☆定義を基に、平行四 ようにする。

【児童の意識】・平行な組の数で仲間分けすることもできるんだな。

・仲間分けした四角形について調べていきたいな。

【児童の意識】・台形のきまりを使うと、台形をかくことができるんだな。

【児童の意識】・台形は、向かい合った１組の辺が平行な四角形なんだな。

・形は違っても、１組の辺が平行な四角形は台形なんだな。

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料５】（沼田市立升形小学校）
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辺形を正しく弁別して
いる。
（ワークシート・発言・観察）

・平行四辺形の性質が ５ ◎ ○辺や角の相等関係に ・方眼紙を使って色
分かる。 着目し、平行四辺形は 々な平行四辺形を自
(平行四辺形の性質を調べ 向かい合った２組の辺 由にかかせ、それら
る活動） の長さや、向かい合っ の辺や角について調

た角の大きさが等しい べる活動を設定し、
ことをとらえている。 どの平行四辺形も向
☆とらえた性質を的確 かい合った辺の長さ
にまとめている。 や角の大きさが等し
（ワークシート・発言・観察） いことをとらえられ

るようにする。

・定義や性質を用いて ６ ◎ ○平行四辺形の定義や ・なぜその方法で作
平行四辺形の作図方法 ・ 性質を用いて作図方法 図したのか根拠を問
を考える。 本 を考えている。 い、定義や性質と作
(平行四辺形の作図方法を 時 ☆根拠を明らかにし、 図方法を関連づけら
考え、説明する活動） 筋道を立てて説明して れるようにする。

いる。
（ワークシート・発言・観察）

・ひし形の定義や性質 ７ ◎ ○辺や角の関係をとら ・台形や平行四辺形
が分かる。 え、ひし形は、４つの の学習を想起するよ
(ひし形を定義づけ、性質 辺の長さがみな等しい うに促し、辺の関係
を調べる活動） こと、向かい合った角 に着目しながら定義

の大きさが等しいこと や性質を導き出せる
を理解している。 ようにする。
☆定義を基に、ひし形
を正しく弁別している。
（ワークシート・発言・観察）

・定義や性質を用いて ８ ◎ ○ひし形の定義や性質 ・なぜその方法で作
ひし形の作図方法を考 を用いて作図方法を考 図したのか根拠を問
える。 えている。 い掛け、定義や性質
(ひし形の作図方法を考 ☆根拠を明らかにし、 と作図方法を関連づ
え、説明する活動） 筋道を立てて説明して けられるようにす

いる。 る。
（ワークシート・発言・観察）

・対角線の意味や性質 ９ ◎ ○対角線の作図や観察 ・調べたことを観点
が分かる。 を通して、意味や性質 ごとに表にまとめる
(いろいろな四角形の対角 を理解している。 ように助言し、共通
線の性質を調べる活動） ☆図形ごと、及び観点 点や相違点をを比べ

ごとに調べたことを確 やすくできるように
実に理解している。（ワ する。
ークシート・発言・観察）

・対角線の性質を用い 10 ◎ ○対角線の性質を使っ ・前時にまとめた表
て、四角形を作図する て、四角形をかいてい を掲示し、定義や性

【児童の意識】・向かい合った２組の辺がそれぞれ平行な四角形を、平行四辺形と

言うんだな。

【児童の意識】・ひし形のきまりを使うと、ひし形をかくことができるんだな。

【児童の意識】・四角形の種類ごとに対角線を調べると、似ているところと、ちがう

ところがあるな。

【児童の意識】・平行四辺形のきまりを使うと、平行四辺形をかくことができるん

だな。

【児童の意識】・平行四辺形は、向かい合った辺の長さや向かい合った角の大きさが

等しいことが分かったよ。

・隣同士の角度の和が１８０°になることも分かったよ。

【児童の意識】・ひし形は、４つの辺の長さがみな等しい四角形なんだな。

・ひし形は、向かい合った角の大きさが同じなんだな。
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ことができる。 る。 質を用いることを意
(対角線を利用して四角形 ☆いろいろな四角形を、識しながら作図に取
を作図する活動） 正確に手際よく作図し り組めるようにす

ている。 る。
（ワークシート・発言・観察）

・四角形の敷き詰め模 11 ◎ ○敷き詰め模様に興味 ・なぜすき間なく敷
様を作り、四角形の性 をもちながら作成し、 き詰めることができ
質を再確認することが 四角形の性質を確認し るのか考えたり、敷
できる。 ようとしている。 き詰めた図形の中に
(合同な四角形を作図し、 ☆それぞれの四角形の 他の図形を見出した
敷き詰める活動） 性質を生かしながら作 りする活動を設定

成し、図形に対する理 し、図形の見方を豊
解を深めようとしてい かにしていく。
る。
（作品・観察）

・練習問題に取り組む 12 ◎ ◎ ◎ ◎ ○既習事項を活用して ・個々の学習状況に
ことを通して、既習事 問題を解くことができ 応じて、既習事項を
項への理解を深めるこ る。 振り返ったり、発展
とができる。 ☆速く正確に解くこと 問題に取り組んだり

ができる。 する活動を設定し、
（ノート・観察） 既習事項への理解を

深めることができる
ようにする。

Ⅳ 本時の学習（マスターコース）

１ ねらい 平行四辺形の作図方法を考え、それぞれの考えを説明したり比較したり

することを通して、定義や性質を用いれば作図できることが分かる。

本時の算数的活動 （平行四辺形の作図方法を考え、説明する活動）

２ 準備 ワークシート、掲示用の問題図、三角定規、分度器、コンパス

３ 展開

学習活動と児童の意識 時間 支援及び指導上の留意点・評価項目

１、本時の課題をつかむ。 ・羽根の部分は、平行四辺形であること

今日は、ロケットの羽根の部分の四角形をかく を確認する。

んだね。 ・前時と違い、辺の長さや角度が決まっ

ている平行四辺形をかくことに気づかせ

る。

・（T ２）児童の表情や学習態度を観察
・羽根は、平行四辺形の形をしているな。 する。集中できていない児童に対して、

・この前の勉強と違って、今日は辺の長さや角度 掲示物に目を向けさせたり、話をしっか

が決まっている平行四辺形だな。 り聞いたりするように促し、学習に参加

・形や大きさがぴったり同じになるようにかけばい できるようにする。

いんだな。 10
〈課題〉形も大きさも同じ平行四辺形 分 ・課題の内容を確認し、全体で共通理解

のかき方を考え、説明しよう。 を図ることができるようにする。

・形や大きさが同じ平行四辺形のかき方を考えた ・どこから作図を始めたらよいか問い掛

り、説明したりするんだな。 け、作図の途中までは全体で考えるよう

にする。

・下の図の続きをかいて平行四辺形を ・辺イウ、辺アイを全体で作図し、その

完成させます。これからかく辺の位置 続きを一人一人が考えていくようにす

【児童の意識】・対角線を使って四角形をかくこともできるんだな。

【児童の意識】・四角形を敷き詰めると、とてもきれいな模様ができるんだな。

・同じ四角形を敷き詰めた中に、他の図形も見つかったよ。

課

題

把
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や長さに見当をつけましょう。 る。

・これから作図する平行四辺形につい

て、辺の位置や長さに見当をつけさせる。

・見当をつけさせた辺について、「正確

にかく方法を考えよう」と投げかけ、自

力解決につなげていく。

・辺は２本かくんだな。位置や長さは、これくらい ・（T ２）発問や指示の内容がとらえら
だな。 れていないと思われる児童に対して、個

別に補足説明したり、疑問に答えたりす

る。

２、平行四辺形のかき方を考える。 ・T １と T ２で担当する児童（座席によ
平行四辺形のかき方を考えて、ワーク り半数ずつ）を分担し、児童一人一人の

シートに、 図の続きをかきましょう。 取り組みを把握し、学習状況に応じた支

また、どのような方法でかいたか、説 援を行う。また、⑤の児童が多い場合は、

明を書きましょう。 T２が小集団で指導する。
《予想される児童の姿》 《児童への支援》

①向かい合った辺が平行になるようにか ①定規をしっかり固定しながら作図する

く。 ように留意させる。また、なぜ平行な辺

をかこうと思ったのか問い掛け、その根

拠を明確にできるようにする。

②向かい合った辺の長さが等しくなるよ ②線を引こうとする長さと、コンパスで

うにかく。 とる長さが合致するように留意させる。

15 また、なぜ同じ長さの辺をかこうと思っ
分 たのか問い掛け、その根拠を明確にでき

るようにする。

③隣り合った角の大きさの和が１８０度 ③分度器の中心を頂点にしっかりと合わ

になるようにかく。 せ、１１０°を正確に測ることができる

ように留意させる。また、なぜ角ウの大

きさを１１０°にしたのか問い掛け、そ

の根拠を明確にできるようにする。

・１つの方法が考えられた児童には、他

の方法でも作図するように助言し、多様

な方法を考えられるようにする。

④作図がうまく進まず、戸惑っている。 ④原因に応じ、以下のような支援を行う。

a：辺アエ、辺ウエを定規のみでかこう a：三角形を作図した学習を想起させ、
としているため、頂点エが適切な場 長さをとる用具として、コンパスが

所に設定できない。 活用できることに目を向けられるよ

うにする。

b：辺ウエを３㎝にかきたいが、角度が b：前時の学習から、隣り合った角度の
分からない。 和が１８０°であることを想起させ、

角ウが何度になるのか考えられるよ

うにする。

c：辺アエを４㎝にかきたいが、角度が c：前時の学習から、隣り合った角度の

４㎝
イ

３㎝

ア （エ）

ウ

自

力

（エ）ア

ウイ

解

決

ア

イ ウ

・角ウ＝１８０°－角イ

よって、角ウ＝１１０°

・角ア＝１８０°－角イ

よって、角ア＝１１０°

（エ）
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分からない。 和が１８０°になることを想起させ、

角アが何度になるのか考えられるよ

うにする。

d：用具を使いこなすことができず、考 d：用具を正しい位置にしっかりと固定
えた通りに作図ができない。 させ、適切な使用方法で作図できる

ように支援する。

⑤かき方を考えることができない。 ⑤見通しを立てた活動に立ち返らせ、再

度、辺アエ、辺エウの位置や長さに見当

をつけさせる。また、作図する平行四辺

形を提示して、等しい辺や角の大きさを

具体的に問い掛けることで、作図方法を

見出せるようにする。

３、平行四辺形の作図方法について、全 ・まず最初に、作図した人数が最も多い

体で話し合う。 方法を取り上げ、児童の興味・関心を高

それぞれの方法を出し合い、形も大 め、活発に意見を出し合えるような雰囲

きさも同じ平行四辺形のかき方につ 気を作る。

いて、みんなで考えましょう。 ・発表する児童に、黒板で作図させる。

・それぞれの方法を共有させるために、

《予想される練り合いの流れ》 以下のような手立てを行う。

・発表した児童が話した内容を他の児

童に板書の図で示させたり、再度言

わせたりする。

・説明の続きを予想させたり、交替で

他の児童に言わせたりする。

・発表者には、分かりやすく端的に話す

ように言葉かけをする。

・聞き手には、自分の考えと比較しなが

ら聞いたり、疑問点を質問したりするな

ど、発表者と積極的にかかわるように助

・向かい合った辺の長さが平行になるようにかく方 言する。

法があるんだな。 ・児童の発言から平行四辺形の定義や

15 性質にかかわる言葉を拾い上げ、板書し
分 てまとめていく。

・なぜその方法でかいたのか、その根拠

を問い掛け、平行四辺形の定義や性質と

作図方法を結びつけられるようにする。

・自力解決で児童が困ったことや途中ま

での考えも大切に扱い、解決策や改善策

を話し合うことにより、全体で考えを深

められるようにする。

・向かい合った辺が等しくなるようにかく方法も （T ２）児童の様子を観察し、集中して
あるんだな 話を聞くことができるように支援した

り、発表を促したりする。

③
角ウが１１０°になるよ
うにかきました。

なぜ、角ウが１１０°になるように
かこうと思ったのですか？

平行四辺形は、向かい合った辺
の長さが等しいからです。

なぜ、同じ長さの辺をかこうと思っ
たのですか？

辺アイと同じ長さの辺と、
辺イウと同じ長さの辺を
かきました。

②

合

い

①

なぜ、平行な辺をかこうと思ったの
ですか？

練

り

辺アイに平行な辺と、
辺イウに平行な辺を
かきました。

平行四辺形は、向かい合った辺が
平行だからです。
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方法が違うのに、なぜそれぞれの方 ・その方法で作図できた根拠に立ち返ら

法で正しく平行四辺形をかくことが せ、どの方法も平行四辺形の定義や性質

できたのでしょうか。 をもとにしていることをつかむことがで

・どの方法も、平行四辺形のきまりを使っている きるようにする。

な。

評価項目（○はおおむね満足できる状況、☆は十分満足できる状況）

【数学的な考え方】○平行四辺形の定義や性質を用いて作図方法を考えている。

☆根拠を明らかにし、筋道を立てて説明している。

（評価方法） 観察、ワークシート、発言

４、本時の学習を振り返る。 ・本時の課題である平行四辺形の作図方

今日の学習で分かったことをまとめ 法について分かったことを、自分の言葉

ましょう。 でまとめるように助言する。

・（T ２）どんなことを記述したらよい
５ か分からず、戸惑っている児童に対して

分 は、板書やワークシートを見直しながら

本時の学習を振り返るように助言する。

《引き出したいつぶやき》

平行四辺形のきまりを使うと、形も大きさも同じ平行四辺形をかくこと

ができる。

【板書計画】

平行四辺形は、隣り合った角の和
が１８０°だからです。

ま

と

め

合

い

ウ
４㎝

イ

３㎝

ア

作図③

（児童が説明しながら

作図した平行四辺形）

・角ウ＋角イ＝１８０°

→角ウは、１１０。

・角ア＋角ｲ＝１８０°

→角アは、１１０°

・頂点ウから３㎝・辺イウと平行な辺。

・辺アイと平行な辺

作図①

（児童が説明しながら

作図した平行四辺形）

作図②

（児童が説明しながら

作図した平行四辺形）

【まとめ】

平行四辺形のきまり

を使うと、形も大き

さも同じ平行四辺形

をかくことができる。

◎隣り合った角度が１８０°◎向かい合った辺の長さが

等しい

◎向かい合った辺が平行
【課題】

形も大きさも同じ平

行四辺形のかき方を

考え、説明しよう。

・頂点アから４㎝

７０°



平成２２年度 小学校算数科 追加内容と補助教材時数（例）

Ａ 数と計算 東 学 Ｂ 量と測定 東 学 Ｃ 図形 東 学 Ｄ 数量関係 東 学

○簡単な３位数 １ １ ○時刻の読み方 ３ ４ ○個数を絵や図などで １ ２
１年 ○簡単な２位数の加法・減 ４ ３ ○面積の比較 １ ３ 表す

法 ○体積の比較 ４ ３
５ ４ ８ 10 １ ２

○1万 ０ ０ ○時間の単位 ２ ４ ○正方形、長方形、直角三 ５ ６
２年 ○数の大小関係 ２ ０ ▼時刻の読み -3 -2 角形

○簡単な３位数の加減計算 ３ ３ ○体積 ７ ７ ○箱の形 ５ ６
○簡単な分数 ２ ４

７ ７ ６ ９ 10 12

○４位数の加法・減法 ２ ３ ○ｔ ０ ０ ○円、球 ７ ７ ○□などを用いた式 ２ ５
３年 ○１億 １ ０ ▼時間の単位 -3 -2 ○二等辺三角形、正三角形 ６ 11

○３位数に２位数をかける ２ ２ 角
乗法 ▼長方形、正方形、直角三 -7 -8

○除数が１位数で商が２位 ２ ２ 角形
数の除法 ▼箱の形 -5 -4

○小数 12 ８
○分数 ９ ７

28 22 -3 -2 １ ６ ２ ５

○四則計算の結果の見積も ２ ２ ○面積の単位（ａ、ｈａ） ０ ２ ○直線の平行や垂直 ８ ５ ○四則計算の性質 ２ ３
４年 り ○平行四辺形、ひし形、 ７ ９

○小数×整数、小数÷整数 15 ７ 台形
○そろばん ２ ２ ○立方体、直方体 2.5
○分数 ５ 11 ○直線や平面の平行や垂直 2.5 ６
◇小数の仕組み (８) (８) ○見取図、展開図 ３-

▼二等辺三角形、正三角形 7 -12
▼円、球 -8 -8

24 22 ０ ２ ８ ０ ２ ３

○同分母分数の加法・減法 ２ ４ ○ひし形、台形の面積の求 ３ ３ ○多角形、正多角形 ３ ４ ▼四則計算の性質 -3 -2
５年 ○約数、倍数 ８ ８ め方 ○図形の合同 ６ ５

○異分母分数の加法・減法 11 ９ ○立方体及び直方体の体積 11 10 ○角柱や円柱、見取り図 ６ ５
○分数×整数、分数÷整数 ６ ７ ○単位量当たりの大きさ 12 10 ▼垂直・平行と四角形 -17 -7
▼小数×整数、小数÷整数 -12 ０ ▼円の面積の求め方 -5 -4
▼和、差の概数の見積もり -2 -1 ▼いろいろな形の面積の求 -2 ０

め方
13 28 19 19 -2 ７ -3 -2

○異分母分数の加法・減法 ２ ３ ○メートル法の仕組み ５ ５ ○図形の合同 ６ ５ ○文字を用いた式 ３ ６
６年 ○縮図や拡大図 ８- 11 ○起こり得る場合 ７ ５

▼立方体、直方体、直線や 10 -5
平面の平行や垂直

２ ３ ５ ５ ４ 11 10 11

東：東京書籍、学：学校図書

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料６】



算数的活動を生かした指導の充実

＜例：４年Ｂ（１）面積の単位と測定＞
○長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、
具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用い
たりして考え、説明する活動

長方形の面積の
求め方は知って
いるけれど・・・

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料７】



○算数的活動、数学的活動を生かした
指導の充実

○数学的な思考力・表現力の育成

＜例：４年Ｂ（１）面積の単位と測定＞
○長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、
具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用い
たりして考え、説明する活動

既習の求積可能な形 本時で扱うメインの形



＜活動のねらい＞
○正方形や長方形の面積の公式を活用すれば、
いつでもより簡単に面積が求められることを
を実感させる。
○既習事項を基に筋道を立てて説明しようとする
態度を育てる。

どのように課題を
提示して、考えさ
せていこうか・・・



☆本時に関連する複数の形を提示する。

○目的意識をもって主体的に取り組める
ようにする工夫

長方形の面
積の求め方は
知っているけ
れど・・・この形が一番

簡単に求めら
れそうだぞ。



☆本時の課題を明確にする。
☆既習事項との違いを明確にする。
☆解決すべき課題の意義を明らかにする。
☆解決方法の見通しをもたせる。

長方形

正方形

？

＜課題＞
Ｌ字形の面積の求め方を考え、比較して、
よりよい求め方を見付けよう。



☆既習事項を基に方法を考えさせる。
☆方法や自分の考えを表現させる。

なぜ、そのよう
に考えたの？



☆言葉や数、式、図、表、グラフなどを用
いて表現させる。

＜画用紙を使って表現＞

＜言葉で表現＞

「右と左の２つの
長方形に分けて、
それぞれの面積を
求めてたした。」

＜式で表現＞

５×３＋２×４

＜図で表現＞



○表現された方法を読み取らせる。
○多様な表現方法を関連させる。

「右と左の２つの
長方形に分けて、
それぞれの面積を
求めてたした。」

５×３＋２×４５×７－３×４

同じ考え
方ね！



○比較・検討の視点を明確にして、
それぞれの方法を比較させる。

比較するため
の視点は？

なぜ、そのように考え
たかを問い掛け、共
通する考え方を見付
けさせていこう。



○比較・検討の視点を明確にして、
それぞれの方法を比較させる。

どの方法も、長方形や
正方形をつくって、そ
れぞれの面積をたした
り引いたりして求めて
いるぞ！



○新たな場面（課題）で考え方を活用する。

長方形や正方形をつくって、そ
れぞれの面積をたしたり引いた
りすると求められるぞ！

こんな形は？

５年生の学習への
つなぎ



算数科 平成２２年度 単元一覧（例）（１～3年）
月 １ 年 ２ 年 ３ 年

１ かずの なまえ (8) １ じこくとじかんをしらべ １ 九九を見なおそう (8-1)
４ （「なかまづくり」も含む） よう (7-2)

２ 時こくと時間をしらべよ
２ かんたんに せいり しよ う (10-6)

２ なんばんめ (6-1) う (5)
５ ３ たしざんの しかたを か ３ 新しい計算を考えよう

３ いくつと いくつ (9) んがえよう (12ｰ1) (12)
４ 水のかさをはかろう

４ あわせて いくつ ふえる ４ ひきざんの しかたを か (12-2)
６ と いくつ (11) んがえよう (11) ５ ３けたの数の計算を考え

よう (14-1)
５ のこりは いくつ ちがい ５ 100より 大きい 数を し
は いくつ (11) らべよう (14-2) ６ 長い長さをはかろう (9)

７ ６ 長さを はかろう (11-1)
① はなは なんこ さいた ７ まるい形をしらべよう
かな (2) ７ 水のかさをはかろう (8) (7)

８ ６ 10より おおきい かず ①カプレカー数に ちょうせ ① 「何十」をつくろう (2)
・ (10) んしよう！ (2)
９ ７ なんじ なんじはん (2) ８ 計算の しかたを くふ ８ わり算を考えよう (9+5)

うしよう (6)
８ どちらが ながい (7) ９ ひっ算の しかたを 考え ９ 三角形のなかまをしらべ

10 ９ ふえたり へったり (5+1) よう (14) よう (9)
10 10000より大きい数をしら

10 たしざん (11+1) 10 形を つくろう (14) べよう (10)
11 かけ算のしかたを考えよ

11 11 なんじなんぷん (3) 11 新しい 計算を 考えよう う (13)
12 どちらがおおい (4) (31-6) 12 はしたの大きさの 表し

12 九九の きまりを 見つけ 方を 考えよう (11)
13 ひきざん (12) よう (6) 13 見やすく整理しよう (11)

12
B しきで あそぼう (2) 13 分けた大きさの あらわ 14 □を使った式 (3)

し方を考えよう (6)

14 どちらがひろい (4) 14 長い 長さを はかろう 15 重さをはかろう (12ｰ1)
１ (11)

15 かたち あそび (7-1) 15 1000より 大きい 数を し 16 かけ算の筆算を考えよう
らべよう (14) (13-1)

16 20より おおきい かず
２ (14) 15 はこを作ろう (7) 17 分けた大きさの 表し方

を考えよう (11)
14 図を つかって かんがえ

17 たしざんと ひきざん (8) よう (8) 18 そろばんで計算しよう(6)
３

学期 授 業 時 数 週平均時数 授 業 時 数 週平均時数 授 業 時 数 週平均時数

１ ４６( 46) ６２( 62) ６２( 62)

２ ５８( 58) ７３( 73) ７３( 73)

３ ３２( 32) ４０( 40) ４０( 40)

合計 １３６(136) １７５(175) １７５(175)

shiroishi-n
タイプライターテキスト
【資料８】（群馬大学教育学部附属小学校）



算数科 平成２２年度 単元一覧（例）（４～６年）
月 ４ 年 ５ 年 ６ 年

１ 千万より大きい数を調べ １ 数のしくみを調べよう １ 整数の性質を調べよう
４ よう (10) (10) (11)

２ 分数のたし算とひき算を考
２ 変わり方を見やすく表そ えよう(1) (10) ① がい数で計算をしよう
う (10) (2)

５ ３ 直方体や立方体のかさの表
３ わり算のしかたを考えよ し方を考えよう (12) ２ 分数のたし算とひき算を考
う (13) えよう (16)

４ 記録を見やすく整理しよ ４ 整数を２つのなかまに分け
う (7) よう (4) ３ ならして比べよう (8)

６ ５ はしたの大きさの表し方 ５ 小数のかけ算を考えよう ４ 比べ方を考えよう① (9)
を考えよう (11) (12)

６ 小数のわり算を考えよう ５ 比べ方を考えよう② (9)
６ 分けた大きさの表し方を (12)

７ 考えよう (11) ① タングラムで形づくり！ ６ 順序よく整理して調べよう
(2) (7)

８ ７ 分数のたし算とひき算を ７ 形も大きさも同じ図形を調 ７ 分数のかけ算とわり算を考
・ 考えよう (10) べよう (7) えよう(1) (10)
９ ① 電卓でおもしろい計算を ８ 整数の性質を調べよう(11)

しよう (2) ８ 分数のかけ算とわり算を考
８ わり算の筆算を考えよう ９ 比べ方を考えよう(1) えよう(2) (20)

10 (14) (12)
９ 角の大きさの表し方を考 10 図形の角のひみつを調べよ ③ およその面積を求めよう
えよう (10) う (9) (3)

10 四角形をつくろう(1) (7) ９ 立体を調べよう (3)
11 面積の求め方を考えよう 10 立体のかさの表し方を考え

11 11 四角形をつくろう(2)(12) (16) よう (15)
② 成り立つ数のひみつをみ
つけよう (2) 12 分数をくわしく調べよう 11 割合の表し方を考えよう

12 およその数で表そう (8) (6) (11)
13 分数のたし算とひき算を考 12 形が同じで大きさがちがう

12 13 計算のやくそくを調べよ えよう (12) 図形を調べよう (11)
う (7+1)

14 広さを調べよう (13) 14 比べ方を考えよう(2) (12) 13 量の単位のしくみを考えよ
１ う (7)

15 小数のかけ算とわり算を考 15 円をくわしく調べよう ④ ものの値段の調査をしよう
えよう (11) (10) (2)

14 変わり方を調べよう (15)
２ 16 物の形を調べよう (9) 16 立体をくわしく調べよう

(8) 15 文字を使って式に表そう
17 どのように変わるかな(5) (5)

17 分数のかけ算とわり算を考 16 算数の卒業論文を書こう
３ ③ そろばんで計算しよう えよう (10) (7)

(2) 17 一年間のまとめをしよう
(4)

学期 授 業 時 数 週平均時数 授 業 時 数 週平均時数 授 業 時 数 週平均時数

１ ６２( 62) ６２( 62) ６２( 62)

２ ７３( 73) ７３( 73) ７３( 73)

３ ４０( 40) ４０( 40) ４０( 40)

合計 １７５(175) １７５(175) １７５(175)
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